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目的 根治的な肝臓転移の切除によって長い生存がえられるか 
データソース  
研究の選択  
データ抽出  

主な結果 

34 例の肝臓転移切除患者（１７５４例の肝臓転移患者の２％） 
無病生存期間中央値 12 月、全生存期間中央値 28 月、5 年無病生存率

12％、5 年生存率：29％。 
手術患者の生存期間中央値 28 月、切除なし 4 ヶ月。 
単変量解析では肉眼的および組織学的な根治術の確認が重要な予後

因子だった。 
 

結論 

他の臓器転移巣と同様に肝臓転移巣も症例を選別すれば、切除によっ

て無病生存期間と全生存期間の改善が期待できる。遠隔転移が限局し

ている場合は、根治術を考慮すべきである。 

ﾚﾋﾞｭｰ研究の6項目 
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エビデンスのレベル分類（ IV ） 
肝臓転移が手術の適応になる症例は少ないが、もし、そのような患者

がいれば、治療の選択肢として外科手術は有効かもしれない。選択的

動注、塞栓療法との優劣が問題となるかもしれない。 
 
 
 
 
 
 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




